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峯城と多久城下町一帯は佐賀県の中央部と
して、また、肥前の東西勢力の中間に位置し、

要所として歴史の舞台となってきました。
　当初は梶峯山の麓に城が築かれ、人々から「城山」
と呼び親しまれていたようです。
　その後、少しずつ建設が進み、戦国時代頃には
梶峯山の山頂に城が築かれました。
　城を守るために掘られた人工的な溝、堀切が今
も残っています。

梶峯城から多久の魅力を再発見
　一国一城令（1615年に江戸幕府が発令）で廃城
になっていますが、城の形状がどうだったのか、
大手門、虎口はどこだったのか、などまだ調査中
です。「水江事略」には梶峯城について “山嶮岨に
して湟幾重～” と記され、龍造寺長信の戦闘の様
子などが描かれており、城山の様子が推測できま
す。
　古文書をひもとくと、ロマンに満ちた歴史に胸
が躍ります。　
　梶峯城を知ることで、
多久の素晴らしさに気付く
きっかけになると嬉し
いですね。
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虎口は、城の主要
な出入り口です。
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梶峯城について
説明していただき
ました！
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源
頼
朝
が
直
属
の
部
下
で
あ
っ
た
、
多
久
太
郎
宗
直
を
地
頭
と

し
て
、
多
久
に
入
部
さ
せ
ま
し
た
。
宗
直
は
梶
峯
山
の
山
麓
に
城

を
構
え
、
そ
こ
か
ら
１４
代
、
約
３
７
０
年
間
は
多
久
家
が
治
め
ま

し
た
。
城
は
山
麓
か
ら
標
高
２
０
０
ｍ
の
山
頂
へ
と
居
を
移
し
、

地
の
利
を
活
か
し
た
山
城
と
し
て
城
作
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

前
多
久
氏
・
最
後
の
城
主
・
多
久
藤
左
衛
門
宗
時
は
、
永
禄
五

（
１
５
６
２
年
）、
当
時
勢
い
を
増
し
て
い
た
龍
造
寺
周
家
の
次
男
・

長
信
た
ち
に
追
放
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
前
多
久
氏
の
時
代
が
終

わ
り
、
そ
の
後
、
長
信
が
こ
の
地
を
治
め
る
こ
と
に
な
り
、
後
多

久
氏
の
時
代
に
入
り
ま
す
。
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）
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多久太郎宗直肖像画
（延寿寺所蔵）

源頼朝の御家人・前多久氏の祖。
建久年間（1190～1198年）に多
久に入部したと言われています。

　梶峯城が舞台となった歴史は、前
まえ
多
た
久
く
氏
し
・後

あと
多
た
久
く
氏
し
の２つの時代

に分けられます。前多久氏の時代は建久二年（1191年）〜永禄五年
（1562年）までの370年間を14代の領主が治めました。後多久市の時
代は元亀元年（1570年）から始まりました。梶峯城は慶長20年（1615年）
の一国一城令で廃城となりますが、明治二年（1869年）までの約300
年間、11代の領主が多久の地を治めました。

梶峯城を治めた城主たち

　

龍
造
寺
長
信
は
梶
峯
城
攻
略
の
戦
功
と
し
て
、
兄
の
隆
信
か
ら
多

久
領
を
与
え
ら
れ
、
領
祖
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
長
信
の
嫡
男
・
安や

す

順と
し

（
龍
造
寺
家
久
）
が
後
多
久
時
代

の
多
久
初
代
領
主
と
な
り
ま
す
。
安
順
が
姓
を
龍
造
寺
か
ら
地
名
の

「
多
久
」
に
改
め
た
こ
と
で
以
後
、
領
主
は
多
久
姓
を
名
乗
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
４
代
・
多
久
茂
文
は
幼
年
よ
り
儒
学
を
好
み
、
元

禄
十
二
年
（
１
６
９
９
年
）
に
東
の
原
に
学
問
所
（
後
の
東
原
庠
舎
）

を
創
建
。
そ
の
後
、
多
久
聖
廟
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
１１
代
・
多
久

茂し
げ

族つ
ぐ

の
代
に
大
政
奉
還
が
あ
り
、
後
多
久
氏
の
時
代
が
終
わ
り
を
告

げ
ま
す
。

後
多
久
氏
の
時
代

�

元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
年
〜
明
治
二
年
（
１
８
６
９
）
年
（
約
３
０
０
年
間
）

龍造寺長信肖像画
（多久市立郷土資料館蔵）

龍造寺隆信の実弟長信（天文
七年1538年～慶長十八年1613年
没）。後多久氏の祖。


